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左図のようにア〜エの 4 つの台形に注目するとわかりや

すいでしょう。解答は以下の通りです。
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●→★の距離の比は 1：4 です。その差が PQ の      に
あたるので，比をそろえると上の図のようになります。

PR 間の距離は 855×     ＝570 m になります。

　速さ比 240 m/分：60 m/分：120 m/分＝4：1：2 なので，

太郎と次郎の 1 日目の動きは図のようになります。
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ダイヤグラムの★の距離は 180×（3.75－3）＝135 m
で，P から●の距離は 405－135＝270 m です。次郎君

が太郎君に追いつくまでに 3 分かかるので，PS 間の

距離は 270＋60×3＝450 m になります。このように

一方の速度をゼロにして相対速度の考え方を用いる

と，ダイヤグラムも簡略化でき，視覚的にもスンナリ

解くことができました。

ダイヤグラムでは平行四辺形がたくさんあらわれ，図

のように 7.5÷2＝3.75 分が求まります。

　全ての速さを分速 60 m 減速し，歩かずに立ち止まっ

ていたものとして考えます。

Q まで 7.5 分間で着くので，

この場合の進んだ距離は

855－60×7.5＝405 m です。
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図 1 図 2

図 3

図 4

　図 1 斜線の三角形は面積がすべて 6 cm2 なので，合計すると

6×4＋3×3＋4×4＋5×5＝74 cm2 になります。

　図 2 それぞれの直角三角形は合同で，長さは図の通りです。

図 3 図のようにつなげると，3：4：5 の直角三角形ができます。

JK＝20 cm，LM＝16 cm，NO＝12 cm
　図 4 長方形から 4 つの直角三角形を取りのぞくと求積できま

す。面積は 20×22－（6＋12＋12＋96）＝314 cm2 になります。
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　大きな三角すいから 2 つの三角すいを取りのぞいて求

めます（図 1）。三角すいの相似比が 5：3：1，体積比は

125：27：1 なので，1×2×     ×3×     ×（125－27－1）
＝97 cm3 になります。

　三角形IJQ を      とすると，切り口 K は      －     －
＝      ，三角形GQR は     ×     ＝     です。面積比の関係

は図 2 のようになるので，PR：RQ＝1：5 です。
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年度 中学校入試問題 解説（算数）2017 灘中学校（２日目）兵庫県神戸市

　 3×3×3＝27 通りの操作を書き出すと次の通りです。

上の 4 パターンに場合分けをして考えていきます。

合計で 6＋11＋7＋7＝31 通りの操作方法があります。

① 1234 → 1□□□ → 1234
② 1234 → 2□□□ → 1234

3 回
操作

3 回
操作

③ 1234 → 3□□□ → 1234
④ 1234 → 4□□□ → 1234
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2143

1324
1234
1243

1342
1432
1423

2341
2431
2413

4321
4231
4213

4312
4132
4123

1234 → 2134 → 1342 → 3412A C B

左端のカードが 4 になる操作は 6 通り，3 は 6 通り，2 は
9 通り，1 は 6 通りあります。

　1〜4 の 4 つの数字の並べ方は 4×3×2×1＝24 通り

あり，27－24＝3 通りが重複しているとわかります。

      ，      ，      の下線を引いたものなので，2134 と 2314
と 2341 です。

（ウ）

1234 → 2134
1234 → 2314
1234 → 2341

2134 → 1234
3124 → 1234
4123 → 1234

前問より，1234 への 3 回の操作後に並びが

重複するものは　　 の 3 通りあります。

また，どんな並び方でも 3 回の操作で 1234
にもどりますが，　　 の逆を考えると　　 
の 3 通りが重複するものだとわかります。

重複は 1 つもないので 6 通り。

2□□□にする操作は 9 通りで，その中で 2134 → 1234
（2 通りある）は　　 を参考にすると重複していること

がわかるので，操作方法は 9＋2＝11 通りあります。

はじめの 3 回の操作は 6 通り，その中で 3124 → 1234
は重複しているので，6＋1＝7 通りあります。

1234 → 4123 → 1234 のみが重複しているので 7 通り。
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